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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

ドリーム＆チャレンジ企画 

 
「ことば」は、すべての学習の基盤であるだけでなく、私たちが物事を考える（思考する）うえで

最も重要なものです。ことばが豊かになると感情も豊かに表現できるようになり、自制心も育ちます。 

 「ことばの力」を高める方法の一つとして、「校長室暗唱チャレンジ」の取組を行います。校長か

ら子どもたちに暗唱の課題が出され、自分で覚えて、校長室で発表するという取組です。見事暗唱す

ることができたら賞状を授与します。詳しくは裏面の児童向けの説明書をご覧ください。 

 子どもたちには難しい言葉や文のある課題も出します。「意味がよく分からないのに・・・」という

ご心配もあるかと思いますが、それでも文章を何度も繰り返し音読し、暗唱することで、子どもの脳

の中に、豊かな語感と語彙が形成されていきます。また、子どもの柔軟な頭で覚えるのは大人よりも

たやすく、そして子どもの頃に覚えたものは大人になっても残っているものです。いつか、「あれは

こういう意味だったのか」と気付く日がやってくるでしょう。 

 学校では、家で練習するように子どもたちに声をかけます。時間があれば、聞いてあげて、一緒に

声に出して読んでいただければ幸いです。お子さんを励ましてあげてください。 

 課題は任意のものであり、無理に取り組ませるものではありません。あくまで「自主的な取組」と

してお考えください。ただ、学校では、子どもたちが自主的にやりたくなるように働きかけてまいり

ますので、ご家庭でも、お子さんのチャレンジを後押ししていただければありがたいです。 

最初の課題は「ドリーム＆チャレンジ！」に関する詩です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暗唱を繰り返していると、その一つのフレーズが日常の場面で出てくることがあります。そのときに 

出てくる言葉は、頭の先で覚えた知識の言葉ではなく、自分の内側から出てきた身体化された言葉です。

身体化された言葉は、自分の表現力になります。「真のことばの力」は、人生を豊かにしていきます。 

暗唱に挑戦し、合格できた時の達成感を多くの子どもたちに味わわせたいと思います。 
保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

南っ子の１００チャレを応援したいと思い、

この詩を課題に選びました。低学年の子には少

し難しいかもしれませんが、果敢にチャレンジ

してほしいと思います。「継続は力なり！」 


